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１．研究実施の概要 

コミュニケーションの初期発達における「自己・他者・対象物」の三者関係における非

言語コミュニケーションとしての視線・指さし・表情などの動作が重要であることに注目

し、その役割や脳機能の解明を目指して研究を推進している。第一に、ヒトの子どもを対

象とした、脳機能イメージング法を用いたコミュニケーションに関わる脳機能の解明であ

る。第二に、自閉症児やろう児を対象としたコミュニケーション機能の研究とリハビリテ

ーションの試みである。第三に、コンピュータグラフィックスやロボット技術を用いて、

動作のどの要素がコミュニケーションに重要であるのかを検討する試みも行なっている。

第四に、サルを対象とした非言語コミュニケーションの神経機序の解明を目指した生理実

験である。特に、表情や鳴声の理解や表出の神経機序、さらに指さしやアイコンタクト等

を用いた双方向性のコミュニケーション動作の神経機序研究である。第五にコミュニケー

ション障害の動物モデル作成の試みとその原因の解明の試みである。 

 

２．研究実施内容 

ヒトに固有な言語能力の発達のために遺伝的に付与されている資質の検討とそれが発現

するために必要な環境要因の分析をめざしている。新生児の音楽への好みを実験的に検証

し、生得的に協和音を好むことを発見した。また人間は数認識のための認知機構を他の動

物と共有している事実を脳機能に基づいて明らかにすると同時にそれが言語能力と統合さ

れることによって他に類をみない代数能力となって発揮されることを見いだした。 

 前年度までに自閉症児における応用行動分析を用いた介入が、コミュニケーション機能

の発達を促進することを示してきた。特に、模倣の訓練を介した自他の認識の確立が重要

であるという仮説を提唱している。また、非言語コミュニケーションとして用いられる、

指さしや視線、さらには声の抑揚も訓練可能であることを示した。さらに、応用近赤外分

光法(NIRS)による効果的な脳機能計測法の確立、それを乳幼児に適用する際の問題の解決

を行い、乳幼児では音声の音韻、抑揚の知覚の発達、母子間の交互作用の研究、障害児で

も音韻、抑揚の実験を行った。６ヶ月齢前には、母語に含まれる音韻対立[I-u]と含まれな



い対立[u-U]では、聴覚野のNIRS反応に差はないが、その後は[u-U]に対する反応が減少し

た。母語への適応をNIRSで捉えることができた。左右の脳の機能分化も６ヶ月以後に発達

した。音韻と抑揚対立の比較では、前者は左、後者は右半球でNIRS反応に大きな変化がみ

られた。この点に関して障害児の研究が現在進行中であるが、健常児のような比較的安定

した傾向は見られていない。また、脳に障害のある成人を対象として、コミュニケーショ

ンに関わる神経機構を検討している。PD患者は表情認知（特に嫌悪表情）の障害を示すこ

とが明らかになった。また、PD患者は、運動症状だけではなく知覚障害も初期から呈する

ことが明らかになった。運動と知覚の関連が示唆された。 

 サルを対象とした表情や音声の認識に関わる神経機序を検討した。扁桃核のニューロン

は、「どんな情動を」表出しているかだけでなく「どの相手が」表出しているかという情報

により応答性を大きく変えることが明らかになった。現在、上側頭溝皮質や下前頭葉のニ

ューロンと比較を行っている。また、ヒトにおける応用行動分析の手法に近い方法を用い

て、サルにアイコンタクトや指さし、さらには模倣を訓練した。こうした双方向性のコミ

ュニケーションが可能となったサルにおいて、そのような動作を実現する神経機序を検討

している。 

コミュニケーション障害の動物モデル作成の試みも行なった。社会性行動の発達機構を

明らかにするために、まずニワトリのヒヨコをモデルに行動学的解析を行った。社会性行

動としては familiar な仲間に対する接近行動、および call に着目した。孵化直前から複

数個体で飼育した場合、単独で飼育した場合、特定の感覚のみをコミュニケーション手段

として使用できる場合を設定し、２週間飼育した後、社会性行動を計測した。集団で飼育

した場合は、視覚的、聴覚的に呈示された仲間に対する、積極的な接近行動が見られ、call 

が isolation call から association call に変化した。単独飼育の場合は、freezing あ

るいは escaping 行動となり、call の変化も起こらなかった。特定の感覚でコミュニケー

ション可能とした条件では、その modality のみで社会化がみられた。なかでも聴覚的なコ

ミュニケーションが社会化に有効であった。ついで、社会性行動の発達に臨界期が存在す

るかを調べたところ、視覚的刷り込みが起こる孵化後４８時間のみでは、社会性行動は安

定化せず、少なくとも１０日間の集団飼育が必要であることが示された。逆にこの期間内

であれば単独飼育されていても、その後の集団飼育により社会性行動を獲得する。このこ

とから、ヒヨコにおける社会性行動は、刷り込み学習とはことなる幅の広い臨界期（感受

性期）の感覚―運動的相互作用によって学習されることが示唆された。 

 

３．研究実施体制 

「研究総括」グループ 

①研究分担グループ長：中村 克樹 

②研究項目：霊長類を用いたコミュニケーションの神経機序の解明および動物モデル

の開発 



「脳機能発達研究」グループ 

①研究分担グループ長：川島 隆太 

②研究項目：脳機能イメージング・前頭葉活性化アプリケーション作成 

 

「神経ネットワーク研究」グループ 

①研究分担グループ長：泰羅 雅登 

②研究項目：コミュニケーションの基になる動作理解の神経ネットワークの解明とそ

の発達研究 

 

「神経心理研究」グループ 

①研究分担グループ長：河村 満 

②研究項目：表情・視線・身振りの脳内機構に関する臨床神経心理学的研究 

 

「発達障害研究」グループ 

①研究分担グループ長：小嶋 祥三 

②研究項目：健常児と発達障害児のコミュニケーション機能および脳活動の比較およ

び行動支援メディアの開発 

 

「言語習得研究」グループ 

①研究分担グループ長：正高 信男 

②研究項目：言語習得の身体的基盤の認知神経科学的研究 

 

「神経発生研究」グループ 

①研究分担グループ長：中村 俊 

②研究項目：社会性行動の発達における臨界期可塑性の役割 

 

「身体的コミュニケーションシステム開発」グループ 

①研究分担グループ長：渡辺 富夫 

②研究項目：身体的コミュニケーションシステムの研究開発 
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